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学会大会報告

大学地域連携学会　第 4回大会報告書
1.大会期間 2024年 11月 16日（土）～ 17日（日）
2.開催形式 対面式
3. 大会会場 水戸市民会館　（茨城県水戸市泉町 1-7-1）
4.後　　援 茨城県，茨城県教育委員会，水戸市，水戸市教育委員会，那珂市
5.大会テーマ 地方都市で生きる，地方都市を活かす～茨城から考える～
6.大会行事 レクチャー，講演，シンポジウム，研究発表（口頭及びポスター発表），高校生特別発表
7.スケジュール

2024年 11月 16日（土）
12：00～ 12：30 理事会
12：30～ 12：50 総会
12：50～ 13：00 挨拶
13：00～ 14：15 一般口頭発表
14：15～ 14：45 一般ポスター発表
14：50～ 15：10 レクチャー　福与徳文 氏  （茨城大学　教授）

『茨城大学地域未来共創学環の目指すもの』
15：10～ 16：10 講演　金丸龍夫 氏  （日本大学　准教授）

『南極と深海からみた生きている地球の姿とそのアウトリーチ』
17：00～ 18：30 情報交換会

2024年 11月 17日（日）
  9：00～   9：10 挨拶　
  9：10～ 12：00  高校生特別発表　
12：00～ 12：50 ランチブレイク，フリーセッション
12：50～ 13：00 挨拶　
13：00～ 14：40 シンポジウム　

『外から来て根付く、内から育っていく　～水戸芸術館×木内酒造×サザコーヒー～』
水戸芸術館  副館長  大津良夫 氏
木内酒造株式会社 代表取締役 木内敏之 氏　
サザコーヒー  代表  鈴木太郎 氏

14：40～ 15：10 閉会式，表彰式

8.大会行事報告
◯レクチャー
　福与徳文氏は，茨城大学地域未来共創学環の「共創」に込めた思いを，➀地域の企業・自治体とともに人材を育て
る（コーオプ教育），➁人文社会科学部・工学部・農学部の連携によって人材を育てる（学部等連携課程），➂育った
人材が，地域の企業や自治体とともに地域の未来を創出していくことの３点に集約した。地域課題の解決には，1つ
の学問体系を身に付けるだけでなく，文系・理系問わず分野を横断した学びが必要となる。また，それらの知識・能
力を現場で駆使できる実践力が求められる。当学環は，これらの実現に向けて，ビジネス（経営・経済）とデータサ
イエンスの基礎を学んだ上で，ソーシャル・アントレプレナーシップ（社会的起業家精神）を身に付け，課題改善の
ために役立つ需要を様々な分野から選んで学びを深めるカリキュラムを組んでいる。特に，大学で学んだビジネスや
データサイエンスの知識を企業や自治体の現場で，実際に働きながら試す「コーオプ教育」を取り入れ点が他大学と
比較して大きな特徴になっていると述べた。レクチャー後は，フロアとの質疑応答が行われた。
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◯講演
　金丸龍夫氏は，専門の地球科学の観点からマグマ溜まりに関する研究に従事している。今回の講演では，氷河変
動の調査のために南極地域観測隊に参画した経験を紹介するとともに，それらの成果のアウトリーチの方法について
語ってくれた。調査に関するエピソードとして，スノーモービルを使用して広範囲を移動し，岩石採取や地形分析を
行い，気候変動の痕跡を探ったこと，極寒環境下での作業やクレバスへの転落事故など多くの困難に直面したが，事
前訓練が功を奏したことなどが披露された。採取した岩石試料の分析結果は国際学術誌にも発表され，地球科学の発
展に貢献している。また，南極調査への参加経緯や一般の関心を高めるための地域連携を通じたアウトリーチ活動を
実施しており，南極研究の魅力を広く発信している活動の例が紹介された。講演終了後には，南極地域観測隊への参
画方法に関する質問がなされた。

◯シンポジウム
　仁衡琢磨理事・奥村理絵理事のモデレーター・司会のもと，「外から来て根付く，内から育っていく」ことをテー
マに 3名が登壇した。大津良夫（水戸芸術館）氏は，運営の基本理念である「国際的な視野にたって芸術文化の交流
を行う」，「市民の芸術文化活動の拠点となる」等に基づいて，質の高い様々な企画を運営していることを報告した。
木内敏之（木内酒造株式会社）氏は，事業紹介と共に運営の不変的テーマとして「ほんとうの物。（Genuine Craft）」，「常
陸野の風土が見える。（Local Craft）」，「美しく・美味い。（Elegant Craft）」，「世界に認められる。（Globalized Craft）」，
「ひとづくりから人が創る。（Human Creativity Craft）」を掲げていることを報告した。鈴木太郎（サザコーヒー）氏は，
事業紹介と共に，根付くためには，「変さ（変わっている）」と「価値」があることを強調し，それらを多くの人々が
時間をかけて楽しんでもらえることが重要であると報告した。その後の全体討議では，地域に根付いていくための鍵
として，大津氏は「主導者の覚悟」が必要であること，木内氏は，あえて「前例を聞かずに，その道（建築・デザイ
ン等）の最先端の人の意見を取り入れる」こと，鈴木氏は，企業として「6番目くらいに目立つ」ことを念頭に置い
ていることが報告された。その後，フロアの高校生から「会社を引き継ぐ上でのポイント」等，多数の質問が投げか
けられ，盛会のうちに幕を閉じた。

◯高校生特別発表
　学会大会初の企画として，茨城県内の高等学校に在籍する高校生（個人又はグループ）による研究発表を実施した。
「地域連携・町おこし・地域貢献・地域の課題と解決・地域研究」など，地域に関するテーマを取り上げた研究が計

15題行われた。当日は，藤平敦副会長，土屋弥生副会長，野内頼一会員のコーディネートのもと，1組 5分間の口頭
発表，司会との 1問程度の質疑応答，ポスター前で参加者とのフリーセッションが行われた。発表に対して，特別賞
3賞（水戸芸術館賞・木内酒造賞・サザコーヒー賞），水戸市長賞・那珂市長賞，学会賞，奨励賞が授与された。

◯一般研究発表
　口頭発表 5題，ポスター発表 18題と共に後援（那珂市）・協賛企業（株式会社ヤマダホールディングス，明治安田
生命保険相互会社 水戸支社）による地域連携事業のポスター発表も実施され，参加者相互による協議が行われた。

◯参加人数　196名（内訳：11月 16日（土）76名，11月 17日（日）120名）

以上

 


